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筆者らは，社会において“ストック”されて

いた資料を“フロー”化し，そこから創発する

コミュニケーションによって情報の価値を高

め，記憶を未来に継承する活動＝「記憶の解凍」

に取り組んでいる。

戦争・災害など過去のできごとの「実相」は，

多様な人々の視点を内包した多面的なものであ

る。正確な資料を多面的に網羅したデジタル

アーカイブは，この「実相」を伝えていく基盤

として重要である。しかし，こうしたデジタル

アーカイブは，いまだ十分に利活用されていな

いことが指摘されている [1]。この点を解決す

るためには，アーカイブされた資料が持つ価値

を社会にアピールし，利活用へのモティベー

ションを形成することが必要となる。

現代の社会においては，“ストック”された

データそのものに加えて，適切な情報デザイン

により “フロー”を生成し，コミュニケーショ

ンを創発することに価値が見いだされる [2]。

従って，過去のできごとの「実相」を未来に伝

えていくためには，デジタルアーカイブ／社会

において “ストック”されている資料を“フ

ロー”化し，コミュニケーションを創発するこ

とで情報の価値を高め，継承へのモティベー

ションを生み出していくことが望まれる。筆者

らは，この営みを「記憶の解凍」と呼んでいる

[3]。

筆者らはこれまでに，「ヒロシマ・アーカイ

ブ [4]」をはじめとする，戦災・災害をテーマ

としたデジタルコンテンツの制作を，地元の若

「記憶の解凍」
資料の“フロー” 化とコミュニケーションの創発による記憶の継承

図 1.　カラー化した写真をもとにした被爆者と若者の対話
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者たちと協力しながら進めてきた。さらに

2016 年からは，社会に“ストック”されてい

た「白黒写真」を，人工知能技術 [5] を用いて「カ

ラー化」する活動を進めている。さらに，カラー

化写真をソーシャルメディアに共有して “フ

ロー”をつくりだし，コミュニケーションの場

を生み出している。この活動においては，白黒

写真がまとう“凍った”過去のイメージを，人

工知能・ソーシャルメディアが“溶かす”こと

により「記憶の解凍」が行なわれる。詳細につ

いては筆者らの論文 [3] を参照されたい。

この派生系として，カラー化した戦前の写真

をもとにして，被爆者と若者たちが語り合う，

新たな記憶継承の取り組みが生まれた。筆者ら

と「ヒロシマ・アーカイブ」を共同制作してい

る広島女学院高等学校の生徒たちは，「ヒロシ

マ・アーカイブ」の証言収録と平行して，戦前

の広島の白黒写真をデジタル化し，カラー化す

る取り組みを進めている。筆者らが 2017 年 11

月に開催したワークショップを通して，生徒ら

はカラー化の技法を習得した。生徒らはその

後，自発的に活動を展開し，自動カラー化した

写真をもとに，被爆者との対話を重ねてきた（図

1）。さらに 2018 年 6 月以降は，対話の内容を

もとにした色補正を施し，カラー化の精度を向

上させている。

図 2.　戦前の広島の家族（濵井德三氏提供）の元写真・カラー化
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図 2 に，戦前の広島の家族（濵井德三氏提供）

の元写真・カラー化写真を示す。また，このカ

ラー化写真を，生徒らとともに閲覧した濱井氏

のコメントを以下に示す [6]。（以下引用：下線

は筆者）。  

“今月下旬、浜井さんは同高で、カラー化さ

れた写真を受け取った。家族が一堂に会した写

真に「本当にきれい。昨日のよう」。かつて広

島市内にあった桜の名所・長寿園での花見の場

面では、背景の青々とした杉に「杉鉄砲でよう

遊んだなあ」とほほ笑んだ。「長寿園までの道

に弾薬庫があって幼心に怖かった」と新たな記

憶もよみがえった。 ”

このコメントは，カラー化によって浮かび上

がった「青々とした（杉）」という要素から，「杉

鉄砲」さらに「弾薬庫」についての“凍って”

いた記憶が“溶か”され，甦ったことを示して

いる。この「記憶の解凍」は，生徒たちとの直

接の対話により起きたものであることも強調し

ておきたい。ここでは，白黒写真のカラー化が

若者との対面のコミュニケーションを創発し，

あらたな記憶に基づく“フロー”が生成されて

いる。

次いで図 3 に，戦前の広島の家族（高橋久氏

提供）の元写真・カラー化写真を示す。図 3 の

二段目は，AI による自動色付け結果を元の白

黒写真に重ね，高解像度化したものである。生

徒はこの結果に基づき，植物の図鑑を参照し

て，写っている花を「シロツメクサ」であると

推測し，花畑の黄色味を弱めた（図 3：三段目）。

この時点のバージョンを，生徒とともに閲覧し

た高橋氏のコメントを以下に示す [7]（以下引

用：下線は筆者）。

“２年生でリーダーの庭田杏珠（あんじゅ）

さん（１６）は７月下旬、広島市西区の高橋久

さん（８９）を訪ねた。一面に咲く花の中で、

両親と祖母、弟と高橋さんの５人がほほ笑む写

真。「これはタンポポだった」。記憶をたぐり寄

せながら高橋さんが指さした。庭田さんがシロ

ツメクサだと思い込んでいた小さな花だ。”

このコメントは，カラー化写真の「色彩」と，

若者との対面のコミュニケーションが，実際は

「タンポポ」であったという，高橋氏の“凍って”

いた記憶を“溶か”し，甦らせたことを示して

いる。この高橋氏のコメントをもとに，さらに

色補正したものを図 3 の最下段に示す。

なお，高橋氏は年齢を重ねるとともに口数が

減っており，カラー化された家族写真に自身が

写っていることを認識しているのか否かについ

ても，判然としない状態にあった。しかし，生

徒・家族とともにカラー化写真を囲む場におい

ては，過去の記憶について，楽しそうに語りは

じめた。このことから，カラー化という技術の

みでは記憶は解凍されなかったこと，そして親

密な対話の場こそが，“フロー”を生成し，高

橋氏の記憶を甦らせるために重要な要素であっ

たことがうかがえる。

このできごとをきっかけとして，高橋氏と生

徒は，その後も親交を深めている。このつなが

りは，新たに生まれていく「記憶のコミュニ

ティ」の礎となるだろう。生徒らは今後も，写

真のカラー化と補正を続け，それを元にした被
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爆者との対話を重ねながら，記憶を継承してい

く。

 2018 年 12 月には，この活動の成果発表とし

て，対話を経て完成したカラー化写真の展覧会

[8]，国際会議での口頭発表 [9] を実施した。若

者の創意から始まったローカルな活動は，世界

に向けて拡がりつつある。

図 3.　戦前の広島の家族（高橋久氏提供）：元写真・カラー化・色補正のバリエーション
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注）本稿は，筆者らの既発表の論文 [ 渡邉 2018]（CC-BY 4.0 で公開）から一部を抜粋し，加筆修正を施したものである。
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